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２Mp- ９　　　婦人服の最適シルエットデザイン及び縫製条件の経験的判断と布の力学特性

　　　　　　　との関連調査

　　　　　　　神戸女子大家政　○中西正恵　増田茅子　　奈良女大生活環境　丹羽雅子

　目的：婦人服は衣服の構造がほぼ確定している紳士服と異なり、シルエットや素材の面で

　多種多様であり、婦人衣服の設計では、希望したシルエットを形成するための布地の選別

、や縫製条件の設定が特に問題となる。これまで、デザイナーあるいは縫製熟練者が経験的

　にこれらを判断してきたが、衣服の設計t生産の合理化のためには、布の力学特性に基づく

　衣服の最適シルエットデザインおよび最適縫製条件の決定法を、科学的根拠に基づいて導

　く必要があり、本研究では、長年にわたる経験の集積をもつ衣服製作熟練者が過去に製作

　した婦人服の様々な服種､素材が含まれる残布を収集して、布地の力学特性と熟練者が判断

　する最適シルエット及び美しい縫目をつくるための縫製条件との関連を調べる。

　方法：シルエットは川端･丹羽らの分類に従って1)､体型づけたテーラードダイス体表面積よ

　りも大きい布を用いて、はりを強調するはりタイプ、美しいドレープを形成するドレープ

　タイプに３大分類し、また、縫製条件については、針、糸の番手、縫いずれなどの項目に

　ついて、複数の婦人服デザイナーの評価を加え、熟練者が主観的判断を行う。一方、布物

　性の測定は、KES-FBシステムにより、基本力学特性、表面特性、布重量を測定し、経験的

　判断との関連について分析する。

　結果：婦人衣服の最適シルエットや縫製粂件は、特に曲げ､せん断､引張り特性､布重量が関

　係し、熟練者の経験に基づく判断を、客観的に測定される布の力学物性により、ある程度、

　記述できる可能性が示唆された○　　　　‘　　　　　　　　。　　　　-･　　　　　’。　。

　文献:S. Kawabata and M.Niwa:J. of Clothing Science and Technology, Vol. 4. 34(1992）

2 Mp-10 縫目を有する布帛のバギング性

日本女大家政　　島崎恒蔵　○伊賀正恵

　目的　衣服の型くずれの要因の一つに布のバギング性がある。この性質は、具体的には

衣服の「膝抜け」とか「肘抜け」などと結びつく性質で、着用中の膝や肘の動作によって

生じた布の変形が、永久変形として残留し、衣服の外観を低下させる欠点である。バギン

グ性は、基本的に布の変形・回復特性が密接に関係してくるが、衣服はパーツを縫合して

構成されるために、縫目を含めたバギング性の議論が必要な場合がある。たとえば２枚袖

の肘部では、縫目線が肘の曲部にかかるようなケースが実際によく見受けられる。本研究

では以上の観点から、縫目線を含む布帛に着目し、縫目の存在の影響、縫糸物性、縫製条

件などとの関連について検討することにした。

　方法　試布は２種類の毛織物（平織、綾織）、縫糸には合繊フィラメントミシン糸（ポ

リエステル、ナイロン）を選択した。試布は100×60 mmに裁断し、本縫いミシンにより長

辺を縫代lOりnでステッチ密度を変えて縫製し、縫目を割って試料とした。バギング評価は、

Ｊ工Ｓ法の定荷重法(B－1法）によったが、縫目線位置は中央とし、縫代側から押圧荷

重を加えた。荷重の水準はＪ工Ｓ法の条件を含めて数段階設定した。また試験直後のサン

プルの写真を撮り、バギングを観察した。

　結果　縫目を有する布帛のバギング性は、荷重の水準が低い場合には縫目の影響は大き

くないが、水準が高くなると影響が出てくるようになる。ステッチ密度が小さいと、バギ

ングは増大する傾向にありミまた縫糸物性も影響する。一方、縫代の影響が外観評価を含

めて存在した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
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